
                

 

 

 

 

 

 

 

 

☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 

☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 4504 ★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 

2025.9.5.No.7 通算№1882 

 

 

 

 

9月 19日(金)の予定 

休会（クラブ定款） 

9月 26日(金)の予定 

ガバナー公式訪問 

ＭＡＴＳＵＭＯＴＯ ＥＡＳＴ 

ＲＯＴＡＲＹ ＣＬＵＢ 

委員長/福田雅春  

副委員長/北澤清隆 委員/土屋久 

籾山志基 百瀬敏男 太田隆治 

 

２０２５－２０２６年度会報 

会長／村山智計 幹事／吉池裕一 

 事務所／松本市深志 1-1-21 中田歯科ビル 5F 

TEL:0263-36-7737 FAX:0263-36-6009 

例会場/ホテルブエナビスタ 例会日/金曜日 12:30

～ 

通常例会 ホテル・ブエナビスタ  5F深志楼 

司 会         百瀬敏男会場監督委員 

点鐘 12:30             村山会長 

国歌「君が代」「奉仕の理想」 斉唱 

≪今月の祝・表彰≫ 

☆会員誕生：北澤清隆君、百瀬敏男君、飯嶌司君、

籾山志基君、三澤敏宏君 ☆夫人誕生：小畑啓君 

☆結婚祝：福田雅春君、小林正樹君 

☆皆出席：福田雅春君（13 年）、村山智計君（7 年）  

会長挨拶   村山会長 

まず 8月 29日に開催されま

した「ロータリー勉強会」の準

備と進行にご尽力頂いた北澤

委員長に感謝申し上げます。 

勉強会では、クラブの魅力

や課題について率直な意見

交換がありました。印象的だったのは、入会 3 年未満の会

員の方々が「自クラブは活発で、自信を持てるクラブだ」と

感じていることです。新しい仲間にそのように評価いただけ

ることは大きな励みであり、私自身も嬉しく思いました。 

一方で、魅力を十分に外へ発信できていないこと、職場

訪問例会の減少、そして時間の取りづらさといった課題も

挙げられました。これらは今後のクラブ運営をさらに良くす

るために、皆さまと一緒に改善していきたいと思います。 

さて、本日は国際チャリティー・デーです。国連が定めた

「慈善活動の推進とその意義を広める日」であり、ロータリ

ーの「奉仕の理念」と深く通じます。さらに、9 月は「基本的

教育と識字率向上月間」、そして「ロータリーの友月間」で

す。「ロータリーの友」は各地の奉仕活動や工夫を知る大

切な情報誌であり、私たちの活動のヒントにもなります。特

に外への発信不足という課題を意識したとき、この誌面を

活用することはクラブの存在感を高める手段となるでしょう。

ぜひ「読む」だけでなく投稿にも挑戦していただければと思

います。小林会員、福田会員が定期的に投稿してくださっ

ていますが、他の会員の皆さまからも多様な声が寄せられ

れば、より活気ある誌面となり、クラブの魅力を広く伝えるこ

とにつながります。 

本日の例会が、クラブの魅力と課題を共有し、「奉仕の

原点」を見つめ直す機会となりますことを願い、私の挨拶と

いたします。本日もどうぞよろしくお願いいたします。 

幹事報告              吉池幹事 

１．９月のロータリーレートは１ドル１４７円です。 

２．来週９月１２日の例会は、ガバナー補佐事前訪問

例会とクラブ協議会です。 

３．１０月１１日開催のＩＭ・会員セミナー、１１月

１６日開催の地区大会のご案内をお送りしました。

返信がまだの皆様は、締切に間に合うよう出欠をお

知らせ下さい。多数の参加をお願い致します。 

４．例会変更については、引き続きどのクラブでもビ

ジター受付は実施されていません。ご了承下さい。 

出席委員会報告                    小畑委員 

本 日 9月 6日 欠席 8名  出席率約 74.19％ 

ニコニコＢＯＸ報告                 籾山委員長 

・雑誌評論を担当させて頂きます。よろしくお願いいたし

ます。高木君 

・発表させて頂きます。よろしくお願いします。小林あや君 

・福田会報委員長に素敵な写真を掲載して頂きました。

舘島君 

〔会員誕生〕百瀬敏男君、三澤君、飯嶌君、籾山君  

〔夫人誕生〕小畑君  〔結婚記念〕福田君 

〔皆出席〕村山君、福田君 〔前回欠席〕斉川君 

〔本日早退〕百瀬正容君、越場君 

〔写真掲載〕吉池君、永田君、百瀬正容君、百瀬

敏男君、花村君 

☆☆☆ 本日のプログラム ☆☆☆ 

司会           三澤プログラム委員長 

【雑誌評論】高木守委員 

初めて雑誌評論をさせていただ

きます。よろしくお願いします。 

９月は基本的教育と識字率向上

月間、ロータリーの友月間です。

ＲＩ指定記事と気になる記事を

評論させていただきます。まず、横組表紙がいつもより明るく

賑やかな絵がいいなと思いました。愛媛オールスターズとあり、今

回この絵で初めてプロゴルファーの松山英樹選手が愛媛県出
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身という事を知りました。 

ＲＩ指定記事の横組３ページ、ＲＩ会長メッセージの中

で教育を通じた平和のためには、持続可能なインクルーシ

ブで公平な教育が必要であり、それを実践していくには単

年度でなく、これから先の活動の中にしっかり根付かせ成

長させていく事が大切とあり、ロータリー活動の本質がメ

ッセージに込められていると思いました。 

次に５ページから１１ページまではフランチェスコ・ア

レッツオＲＩ会長紹介記事になります。矯正歯科の開業医

でエキストラバージンオリーブオイルを生産する農業企業

も所有されているそうです。 ＲＩ会長になられるような

方でも、初めはクラブ会長になることを消極的であったと

あり少し驚きました。記事の中のロータリーは映画館のよ

うにただ座って誰かが何かをするのを「見る」ために「行

く」場所でなくロータリーは自分が何かを「する」ために

「関わる」場所、参加しなければならないのですというコ

メントを読み、自分も何が出来、これからどう関わってい

けるかを自ら考えて行動していけたらと思いました。 

１２ページには、ロータリーの友月間として「友」を読まず損をし

ていませんか？の問いに対し、今回初めてしっかり友を読みまし

た。読むことでまだロータリークラブの事をよく知らない自分でもロ

ータリークラブの成り立ち、現状、各地区での活動を知る事が出

来、今後も「友」を読む動機が出来ました。 

気になる記事として２０ページからのオーストラリア、

バリナーオンーリッチモンド・ロータリークラブの活動、

ＤＶ撲滅に向けた草の根運動の記事です。ＤＶの起こる背景

には様々な要因があり、加害者のタイプも一定ではなく、年齢、

学歴、職種、年収に関係がないと言われています。このような事

が少しでもこの世から減る事を願う中で、先日、神戸市で女性の

方がマンションエレベーターの中で殺されたという事件がありまし

た。ニュースの中で被害者の方の職業が保険会社勤務とありどこ

の保険会社の方かと思っていたら、当社がメインで扱っている保

険会社の社員さんだったと聞きました。別に面識がある訳でもな

いですが、少しでも関係性があると分かっただけで、ニュースを聞

いた時よりも悲しく、憤りを覚えました。このような事件が無くなって

いくためにも、広い意味でＲＩ会長メッセージ「教育を通じた平和」

という教育の力が大切のように思いました。 

縦組み２ページからのスピーチ「生成ＡＩの全貌」の記事を読ん

だ後、生成ＡＩの現状をあまり知らなかった自分としては驚きと少し

恐怖を覚えました。既に、画像や文章、音楽など様々な分野で

生成ＡＩが台頭し、人が作った物と区別が出来ないところまで近づ

いている現状を知り、最近ニュースで読書感想文を生成ＡＩを活

用して作成する。生成ＡＩを活用して作られた読書感想文かどうか

を見破る方法としてまた生成ＡＩを使うというニュースがあった中

で、ここ数年で物凄く世の中が変わって来ている事を改めて感じ

ました。生成ＡＩの進化により日々の生活の中で便利さを教授出

来ている点もあるので、進化を否定する訳でもないのですが、こ

れからのＡＩの普及と予測される社会的変化の中で、ＡＩ

の発展を止めるという事は難しく、ますます進化していく

ことが人々の生活水準や満足度の向上のために進化してい

けば良いですが、人々がＡＩに支配されるような生活にな

らないように、急速な社会の変化にしっかりと対応してい

かなければと気づかされる内容でした。 

最後に１１ページのにっぽんふうど 五十三次つまみ食いの中

で、羊羹のルーツやういろうのルーツについて書かれておりまし

た。自分は小豆が原料となっている羊羹の方が好きなのでこちら

の記事は、豆知識として面白い内容だと思いました。 

以上、９月号の雑誌評論になります。ありがとうございました。  

【基本的教育と識字率向上

月間特集】小林あや会員 

世界の識字率の推移は、

1950年：56％から 2000年には

81％、2020 年：87％と年々上昇

しており、さらに日本では 99％と、

識字の意味も従来の「文字が読める」から、現代に求めら

れる「情報を理解し活用する力」へ変化しています。 

デジタル社会となった現代、日本人のインターネット利用

時間は平均 4時間を超え、10〜20代 SNS利用率：90％以

上である一方、2023年の文化庁調査では若者の読書時間

ゼロは 47.1％となっています。 

短文化・情報の断片化、そしてフェイク情報が氾濫する

現代、若い世

代は読解力に

課題があること

がわかっていま

す。「ヤバい」な

どの略語が多

用され、深い読

解力が伴わない即自的コミュニケーションが主流になって

いるからだと考えられ、文字は読めても、深く考える力が弱

まりつつあるという危機を認識する必要があると思います。 

世界の識字率は改善されるも 7億人が未識字であり、日

本は識字率は高いけれど、文脈リテラシーに課題があり、

読書支援の他、高齢者も含めたデジタルリテラシー講座・

多文化共生支援などを広げていく必要があります。 

ロータリーはその理念をふまえ、従来

の国際的な学校建設や教育支援に

加えて、時代に合った新しい識字

教育を推進すべきだと考えていま

す。 

【点鐘 13：30】村山会長 

 


